
ニュース　面

ヘルスケアフォーカス　面

介護ＢＩＺ　～面

医療　面

関西　～面

地方都市　面

ＴＯＰＩＣＳ 既
存
施
設
転
用
、省
庁
横
断

内
閣
府
　

地
方
創
生
、多
世
代
共
生
が
前
提
　

高齢夫婦に低価格で

特養をシェアハウスに

変
わ
る「
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
」

用
途
変
更
に
自
治
体
の
理
解

市民生活支援センターふくしの家
住民主体の居場所づくり

晴れのちグループ
昭島で歩行強化デイ

ハートフルケアグループ
定期巡回併設ホーム注力

佐々木淳氏コラム
日本の入院病床の現状

入居者監禁容疑で逮捕　尼崎の老人ホーム

ＳＯＭＰＯケアフーズ
“未来のキッチン”実現へ

「総合事業」に新手引き　厚労省

介護福祉士資格取得、一元化を

礎グループ
中重度者対応で存在感

　
一
昨
年
の
本
紙
主
催

「
住
ま
い
×
介
護
×
医

療
展
」
で
は
「
空
き
家

×
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
×

福
祉
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能

性
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

座
談
会
を
行
っ
た
。
▽

居
住
支
援
法
人
と
し
て

「
あ
ん
し
ん
住
宅
事

業
」
を
手
掛
け
る
社
会

福
祉
法
人
悠
々
会
の
陶

山
理
事
長
は
、
先
駆
け

て
「
特
養
の
転
用
」
を

見
据
え
て
い
た
。
一
般

社
団
法
人
Ｈ
Ａ
Ｈ
Ａ
は

多
世
代
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

を
複
数
運
営
す
る
が
、

食
事
を
提
供
す
る
た
め

に「
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」

と
し
て
の
登
録
が
必
要

に
な
る
点
な
ど
制
度
の

課
題
を
挙
げ
た
。
賃
貸

住
宅
の
空
き
室
を
活
用

し
高
齢
者
専
用
の
ア
パ

ー
ト
メ
ン
ト
を
独
自
に

構
築
す
る
フ
ォ
ー
エ
バ

ー
の
取
り
組
み
も
意
義

深
い
。
▽
今
回
、
国
が

示
し
た
の
は
社
会
福
祉

法
人
や
医
療
法
人
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
既
存

施
設
の
転
用
だ
。
民
間

事
業
者
に
も
す
で
に
先

駆
的
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
法
人
が
あ

る
。
「
掟
破
り
で
可
能

性
豊
か
」
な
仕
組
み
づ

く
り
に
向
け
、
門
戸
を

広
げ
る
検
討
が
な
さ
れ

る
か
注
視
し
た
い
。

高齢者住宅新聞（１） 第号
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６　　　

　６月３日、内閣府の有識者会議で地方創生の基本構想案が出た。
地方創生交付金などを活用し、特別養護老人ホームなど既存施設
の一部を多世代シェアハウスに転用するなどで日本版ＣＣＲＣを
普及させる。東京一極集中の是正を目指す地方創生は石破茂首相
の肝いりの政策だが、やみくもな転用で非効率な投資が生まれな
いよう省庁横断で検討する必要がある。

社会福祉法人
慈恵会

廣田岳尚理事長

ＡＬＰ
アライアンス
吉村和真社長

　
社
会
福
祉
法
人
慈
恵
会

（
滋
賀
県
守
山
市
）
は
現

在
、
老
朽
化
し
た
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
を
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
に
転
用
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い

る
。
既
存
の
建
物
を
活
用

し
、
生
活
上
の
支
援
を
必

要
と
す
る
人
の
住
ま
い
を

低
価
格
で
供
給
す
る
構
想

を
４
年
以
上
か
け
て
練
り

上
げ
た
。
２
０
２
３
・


年
度
の
国
土
交
通
省
「
住

ま
い
環
境
整
備
モ
デ
ル
事

業
」に
採
択
さ
れ
て
い
る
。

　
守
山
市
は
い
わ
ゆ
る
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
。
若
い
世
代

の
流
入
も
増
え
て
い
る
地

域
だ
。
１
９
８
５
年
設
立

の
同
法
人
で
は
、
築

年

を
超
え
る
特
養
の
老
朽
化

が
転
用
を
検
討
す
る
契
機

と
な
っ
た
。
「
取
り
壊
し

て
建
て
替
え
る
選
択
肢
も

あ
っ
た
。
だ
が
補
助
金
を

投
入
し
建
て
た
特
養
は
貴

重
な
社
会
資
源
。
改
修
し

て
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
致

し
た
何
か
に
活
用
し
た
い

と
考
え
た
」
と
廣
田
岳
尚

理
事
長
は
語
る
。

　
法
人
は
同
市
内
で
特
養

や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

の
施
設
か
ら
通
所
や
訪

問
、
保
育
、
障
害
者
の
就

労
継
続
支
援
事
業
ま
で
展

開
し
、
「
福
祉
村
」
を
構

成
。
近
年
は
多
世
代
交
流

拠
点
を
再
整
備
し
拡
充
す

る
な
ど
、
よ
り
広
い
視
点

で
地
域
に
貢
献
す
る
意
識

を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
。

　
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
探
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
低
所
得

者
や
障
害
者
、
単
身
高
齢

者
、
高
齢
者
夫
婦
な
ど
、

な
ん
ら
か
の
支
援
が
必
要

な
人
向
け
の
低
価
格
の
住

ま
い
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
と
い
う
。

　
特
養
の
一
部
を
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
に
転
用
し
住
ま
い

を
提
供
す
れ
ば
、
福
祉
事

業
を
担
っ
て
き
た
法
人
だ

か
ら
こ
そ
の
価
値
が
生
み

出
せ
る
と
考
え
た
。
空
き

家
活
用
や
居
住
支
援
な
ど

を
行
う
Ａ
Ｌ
Ｐ
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
（
福
井
市
）
と
も
連

携
し
、
同
社
の
協
力
の
も

と

年
に
は
居
住
支
援
法

人
の
指
定
も
取
得
。
地
域

の
住
ま
い
に
困
っ
て
い
る

人
を
支
援
に
つ
な
ぐ
窓
口

も
整
え
た
。
「
詳
細
は
現

在
も
構
想
中
だ
が
、
一
般

の
賃
貸
住
宅
と
す
る
予
定

だ
」
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
吉
村
和
真
社
長
）

　
ネ
ッ
ク
に
な
っ
た
の
は

制
度
上
の
規
制
だ
。
築
年

数
の
古
い
特
養
は
市
街
化

調
整
区
域
に
あ
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。都
市
計
画
法
上
、

特
養
は
福
祉
施
設
と
し
て

開
設
許
可
を
受
け
る
が
、

賃
貸
住
宅
な
ど
に
用
途
変

更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
が
原
則
だ
。
し
か
し
守

山
市
の
事
業
へ
の
理
解
も

あ
り
、
こ
の
ほ
ど
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
へ
の
転
用
が
同
法

の
許
可
基
準
の
要
件
を
満

た
す
と
認
め
ら
れ
た
。

　
厚
生
労
働
省
管
轄
の
規

制
も
あ
る
。
例
え
ば
、
特

養
建
設
時
の
補
助
金
が
残

っ
て
い
る
場
合
に
は
福
祉

事
業
以
外
へ
の
転
用
は
認

め
ら
れ
な
い
、
建
物
を
他

法
人
に
貸
す
こ
と
が
で
き

な
い
な
ど
。
慈
恵
会
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
公
益
性
が

あ
り
例
外
規
定
に
該
当
す

る
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
法
人

の
今
後
の
経
営
戦
略
上
、

重
要
な
転
換
点
と
も
な

る
。
「
社
会
福
祉
法
人
も

補
助
金
に
頼
っ
て
い
て
は

今
後
限
界
が
く
る
。
も
っ

と
地
域
に
入
り
込
み
、
人

を
巻
き
込
み
、
事
業
を
広

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

（
廣
田
理
事
長
）

　

・

年
度
の
モ
デ
ル

事
業
で
検
証
を
重
ね
た
結

果
、
事
業
内
容
が
有
益
と

判
断
さ
れ
た
。

年
度
も

同
事
業
に
応
募
し
、
検
証

内
容
に
基
づ
く
建
物
整
備

に
向
け
た
最
終
の
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　
特
養
や
介
護
老
人
保
健

施
設
、
不
要
に
な
っ
た
病

床
施
設
な
ど
を
改
修
し
、

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
や
障
害
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
地
域

交
流
拠
点
、
地
域
住
民
が

通
う
小
規
模
施
設
に
転
換

す
る
。

　
地
方
創
生
交
付
金
な
ど

を
活
用
し
補
助
を
行
う
。

整
備
を
行
い
た
い
と
す
る

自
治
体
に
は
年
間

件
、

最
大

億
円
を
補
助
す
る

構
え
。
地
方
創
生
交
付
金

自
体
の
２
０
２
５
年
度
の

予
算
は
２
０
０
０
億
円

で
、

年
度
の
補
正
予
算

を
加
え
る
と
３
０
０
０
億

円
と
な
っ
て
い
る
。

　
内
閣
府
関
係
者
に
よ
る

と
、
地
方
創
生
交
付
金
の

み
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の

補
助
金
な
ど
各
省
庁
の
補

助
制
度
を
活
用
す
る
こ
と

も
想
定
し
て
い
る
。

　
す
で
に
省
庁
横
断
の
検

討
チ
ー
ム
が
発
足
。
チ
ー

ム
に
所
属
す
る
厚
生
労
働

省
老
健
局
の
峰
村
浩
司
高

齢
者
支
援
課
長
は
「
厚
労

省
で
は
主
に
、
建
物
の
転

用
基
準
緩
和
の
検
討
な
ど

を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
検
討
事
項
自
体
は
２

０
４
０
年
に
向
け
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
等
の
あ
り

方
検
討
会
と
共
通
す
る
も

の
だ
」
と
述
べ
る
。

　
同
検
討
会
で
は
、
補
助

金
を
活
用
し
て
整
備
さ
れ

た
施
設
を
他
用
途
で
使
う

場
合
の
補
助
金
返
還
義
務

や
、
整
備
か
ら

年
経
た

な
け
れ
ば
用
途
変
更
で
き

な
い
な
ど
の
規
制
が
転
用

を
妨
げ
て
い
る
と
の
課
題

が
挙
が
っ
て
い
た
。

　
つ
し
ま
医
療
福
祉
グ
ル

ー
プ
（
札
幌
市
）
の
対
馬

徳
昭
代
表
は
、
６
月
５
日

に
行
わ
れ
た
「
医
療
・
福

祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
、
既

存
施
設
を
転
用
す
る
こ
と

に
つ
い
て
前
向
き
な
姿
勢

を
見
せ
た
。
法
人
で
は
道

内
の
人
口
数
千
人
規
模
の

町
で
、
老
健
を
看
護
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
や

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

に
転
用
す
る
モ
デ
ル
事
業

を
始
め
て
い
る
。

　
「
老
健
は
も
は
や
高
い

ベ
ッ
ド
回
転
率
が
求
め
ら

れ
る
超
強
化
型
し
か
採
算

が
取
れ
な
い
が
、
地
方
で

は
高
齢
者
が
少
な
く
超
強

化
型
を
取
る
の
は
難
し

い
」
と
対
馬
代
表
。
「
地

方
で
は
老
健
の
撤
退
の
話

が
多
い
が
、
転
用
を
す
れ

ば
拠
点
を
残
せ
る
可
能
性

が
拓
け
る
」

　
内
閣
府
の
関
係
者
は
、

「
基
本
構
想
の
う
ち
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
へ
の
転
用
は
イ

ン
パ
ク
ト
が
強
い
が
、
あ

く
ま
で
既
存
施
設
を
活
用

し
て
多
世
代
共
生
の
場
を

つ
く
る
手
段
の
１
つ
だ
と

留
意
し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
る
。
峰
村
課
長
も
「
空

床
を
活
用
し
た
り
、
平
時

に
機
能
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
拠
点
を
作
っ
た
り
と
、

転
用
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
が
あ
る
だ
ろ
う
」

と
の
見
解
を
示
す
。

　

年
か
ら
始
ま
っ
た
日

本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
「
高
齢

者
が
元
気
な
う
ち
か
ら
最

期
ま
で
住
む
場
所
」か
ら
、

「
多
世
代
が
集
う
小
規
模

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
へ
と

変
化
し
て
い
る
。

　
特
養
な
ど
既
存
施
設
を

転
用
し
て
対
象
を
多
世
代

や
障
害
者
な
ど
へ
と
広
げ

れ
ば
、
施
設
の
稼
働
状
況

の
改
善
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
開
拓
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
見
込
め
る
。
た
だ
し
実

際
に
多
世
代
を
呼
び
込
む

に
は
各
事
業
者
に
は
相
応

の
労
力
が
か
か
る
。
ハ
ー

ド
を
整
え
て
も
交
流
を
生

み
出
す
の
に
苦
慮
し
て
い

る
法
人
は
多
い
。

　
地
方
創
生
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
背
景
に
は
、
人
口

減
少
が
あ
る
。
将
来
予
測

の
視
点
も
な
く
、
希
望
す

る
自
治
体
に
補
助
し
転
用

し
て
も
ニ
ー
ズ
が
な
い
事

態
も
あ
り
う
る
。
エ
リ
ア

や
人
口
動
態
な
ど
、
詳
細

な
検
討
が
必
要
だ
。
基
本

構
想
で
は
、
コ
ン
パ
ク
ト

化
を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
も
触
れ
て
い
る
。
各

省
が
連
携
し
、
全
体
最
適

な
地
方
創
生
が
求
め
ら
れ

る
。

▶
新
事
業
の
イ
メ
ー
ジ
図
（
出
所

社
会
福
祉
法
人
慈
恵
会
）


